
 

入学式、始業式から 1週間～ 

新たな出会い、新たな一歩！ 
 

4月 7日の入学式で、新入生の皆さんに期待することを話しまし

た。「自分自身と仲間を大切にしてほしい」、「課題にチャレンジ

し、創造する力を育ててほしい」の2点です。 

4月 10日の始業式で、全校生に向けて、新しい友だちや先生方

との出会いを通して自分自身を見つめ直し、新たな仲間とともに

「1年間かけてこのクラスでよかったなー、そう思える 1年後を創っていってほしい」

ことと、楽しく充実した学校生活にしていくために、「校舎や学習環境を大切にしてほし

い、この美しく機能的な環境を生かすことを大事にしてほしい」ことを話しました。 

 新しい仲間とともに、新しい一歩を踏み出せ

たでしょうか。また、皆さんの教室、廊下、ト

イレ、テラス、下足室など、毎日の学校生活の

場は、美しく保てているでしょうか。日々の全

員清掃を大事にして、よりいっそう美しい環境

を創っていくことが、心を豊かにし、学びを高

めていくことにつながります。 

五中生一人ひとりの学習環境への意識の向上

と、前向きな取り組みを期待しています。 
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五中・夢バトン 

＜新しく五中に来られた先生＞ 

校長 石井
い しい

 武
たけし

    (市教委より)      

国語 鈴木
す ずき

 航平
こうへい

 先生 (九中より)     

社会 岡崎
おかざき

 幸
こう

太
た

 先生 (十七中より)     

数学 木田
き だ

 彰
あきら

 先生 (市教委より)  

理科 細川
ほそかわ

 麻
ま

実
み

 先生 (十三中より)   

保体 眞
ま

﨑
さき

 友
とも

恵
え

 先生 (六中より) 

保体 江口
え ぐち

 淳
じゅん

哉
や

 先生 (三中より)    

英語 亀田
か めだ

 千秋
ち あき

 先生 

用務 岸部
き しべ

 こずえ さん（北丘小より） 

事務 吉田
よ しだ

 優子
ゆ うこ

 さん  

 

 

＜五中を去られた先生＞ 

校長 大塚
おおつか

 淑彦
よしひこ

 先生 ➔ ご退職      

国語 濱田
は まだ

 真羽
ま は

 先生 ➔ 十中へ     

社会 末永
すえなが

 貴洋
たかひろ

 先生 ➔ 十四中へ     

数学 平野
ひ らの

 源二
げ んじ

 先生 ➔ 八中へ  

理科 橋本
はしもと

 将一
しょういち

 先生 ➔ 十八中へ 

美術 齋喜
さ いき

 慶三
けいぞう

 先生 ➔ ご退職 

保体 高嶺
たかみね

 あずさ 先生 ➔ 三中へ 

保体 田中
た なか

 ひかる 先生 ➔ 十二中へ  

用務 森
もり

 みどりさん (緑地小より) 

 

 

 



今日からはじまる 

高丸 もと子 

 

あなたに会えてよかった 

空が青く 

大きいことも 

あなたがいて気づいた 

この光もいま届いたばかり 

一億五千万キロのかなたから 

今日からはじまる 

何かいいこと 

 

みんなに会えてよかった 

すてきなものが 

そばにあること 

みんながいて気づいた 

今もどこかで命が生まれる 

子犬も小鳥も草の芽も 

今日からはじまる 

何かいいこと 

 

 

 

 

わたしに会えてよかった 

胸の鼓動も 

ときめきも 

わたしがいて気づいた 

だれも知らない音だけど 

わたしの殻をやぶる音 

今日からはじまる 

何かいいこと 

「いま中学生とよみたい101の詩」 

（民衆社より） 

 

「夢バトン」をつないでいこう！ 

私が五中に着任して 2週間、生徒のみなさんの様子を見たり、話したりして感じたこ

とは、本当に優しい子が多いな～という印象が一番です。また、気持ちよくあいさつし

てくれる子が多いのもうれしいことです。これからもっと、みなさんの良いところを探

し、伸ばしていけるような学校にしていきたいと強く思います。 

この 3月に卒業した 63期生は、次のようなメッセージを残してくれています。 

 

『最後にみなさんに伝えたいことがあります。それは「何事にも真剣に取り組むこと」

そして、「周りのことを考える」ということです。私たちの学年は新しいことにチャレン

ジしてきました。６４期生のみなさんは五中の代表になる番です。最高学年としての自

覚を持ち、この 1年間わき道にそれないように 1人 1人自分の道を歩んでいってくださ

い。そして、一日一日の授業を大切にし、この五中をもっと良い学校にしていってほし

いです。私たちが受け継いできた夢バトンをしっかり受け取って、次の代へつないでく

ださい。』 

 

 私も、伝統ある五中の「夢バトン」の意味をしっかり考え、引き継ぎ、発展させてい

きたいと考え、学校だよりのタイトルも「五中・夢バトン」にしました。皆さんととも

にすばらしい五中を創っていきたいと思います。よろしくお願いします。 


